
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布

写 辰
、t --

繹癖締癖躊繹躊器澤緑躊(

ム

No. 54 ノヽ

肱川の健康診断

＝中野小「水辺の教室」＝

川の汚れ具合は、現在どの程度か。これを川にすんでいる生物の種類や数で調べると

いうのが、生物による水質判定です。

昨年に引き続いて今年も 9月5日、中野小学校「水辺の教室」が開かれ、 5年生26人

が4班に分れて同小前の肱川に入り 9時半～11時まで生物の観察にとりくみました。採

集したのは、カゲロウ類、 トビケラ類、カワニナなどで、水質は全班とも「きれいな水」

の判定結果となり、この清流をこれからも汚さず守ってゆこうと心に決めました。

〔写真：中野小学校前の肱川本流で〕

今月号の主な内容

＝町報＝

唖無農薬野菜懇談会・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
蔓「特別町民の集い」に参加して… 3
*第4分団消防操法大会に出場… 4
衡鹿野川湖でカヌー競技………••• 5 

＝農林だより＝

衡く り出荷開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..6 

屯きゅうり部会研修・・・・・・・・・・・・・・・・..7 
唖木材市況・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 8

唖今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..9 

＝公民館報＝

蔓愛大生巡回公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
*わんぱく学級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
卍スポーツ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

町民のうごき

人口 3,727人 (+3)

男 1,8 2 1人 (+2)

女 1,906人(+1) 

世帯数 1,049醤(+3)

（昭和62年8月31日現在）
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無
股
艇
を
求
め
る
消
費
者

八
月
二
十
三
日
、
松
山
市
内
の
グ

リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
メ

ン
バ
ー
（
青
果
商

他
）
が
来
町
、
小
藪
集
会
所
で
四
名

の
生
産
者
と
無
農
薬
野
菜
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
青
果
商
高
田
商
店
よ

り
「
現
在
、
普
通
の
野
菜
は
頭
打
ち

で
あ
り
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
か
、

健
康
野
菜
（
無
農
薬
野
菜
）
で
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
く
な
っ
た
。
ま
ち
の

人
は
今
、
健
康
に
飢
え
て
お
り
、
無

農
薬
野
菜
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ

た
。
お
互
い
の
話
し
合
い
で
お
互
い

（
生
産
者
と
高
田
商
店
）
が
う
る
お
う

よ
う
に
し
た
い
。
又
、
月
二
回
位
、

肱
川
野
菜
に
よ
り
無
農
薬
市
場
ー
肱

川
フ
エ
ア
ー
を
催
し
た
い
」
と
説
明

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
「
消
費

者
側
の
情
報
が
よ
く
判
っ
た
。
こ
う

し
た
会
を
度
々
も
っ
た
ら
…
…
」
と

の
提
案
が
あ
り
皆
が
賛
同
し
ま
し
た
。

い
ま
、
野
菜
市
場
で
は
「
野
菜
は

過
剰
で
あ
る
が
不
足
し
て
い
る
」
と

一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
量
は

多
い
が
高
品
質
の
も
の
が
少
な
い
と

い
う
意
味
で
す
。
そ
し
て
「
高
品
質

に
過
剰
な
し
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

無
農
薬
野
菜
は
、
市
場
関
係
者
の

間
で
話
題
に
上
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
各
地
で
の
取
組
み
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
無
農

薬
野
菜
イ
コ
ー
ル
有
機
農
業
と

い
わ
れ
る
く
ら
い
「
土
つ
く
り
」

が
基
本
で
あ
り
一
朝
一
夕
に
出

来
る
も
の
で
は
あ
り
せ
ん
。
し

か
し
畑
地
の
少
な
い
当
町
で
他

に
負
け
な
い
野
菜
と
な
る
と
、

土
つ
く
り
の
上
に
立
っ
た
健
康

野
菜
作
り
が
最
適
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

健
康
の
町
「
肱
川
」
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
の
た
め
に
無
農
薬
野

菜
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

小藪集会所での懇談

野
菜
作
り
を
小
藪
で
話
し
合
い

八
月
二
十
九
日
と
三
十
日
の
二
日

間
、
肱
川
町
に
お
い
て
農
村
健
康
問

題
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
肱
川
町
が
行
っ

て
い
る
特
別
町
民
制
度
が
縁
で
、
こ

れ
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会
松
山
事
務
所
長
高

須
賀
忠
篤
氏
（
農
村
健
康
問
題
研
究

会
会
長
）
と
の
交
流
の
中
で
話
が

ま
と
ま
り
、
肱
川
町
の
“
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
荘
”
に
農
村

健
康
問
題
研
究

会
（
代
表
稲
葉

＜
峯
雄
氏
）
が
一

ぇ
交

開

泊

し

て

移

動

懇

会

談

会

が

開

か

れ

¥
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灸

る

こ

と

に

な

っ

ざ
―-＝ロ

ひ
と

"i懇
た
も
の
で
す
。

畠

｀

題

二

十

九

日

午

り

閤

墜

―

一

時

か

ら

保

康

健

セ

ン

タ

ー

で

健

開

か

れ

た

交

流

なと寸
会

に

は

、

研

究
会
の
メ
ン
バ
ー

木農

九
人
と
町
関
係

康健者
が

出

席

し

て
行
わ
れ
、
ま
ず

全
員
の
自
己
糾
介
と
研
究
会
員
の
近

況
報
告
の
あ
と
肱
川
町
の
健
康
と
な

り
組
活
動
と
成
人
病
検
診
の
状
況
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

農
村
健
康
問
題
研
究
会
は
、
自
主

自
律
で
広
い
視
野
と
自
由
な
発
想
を

持
っ
た
活
動
を
進
め
よ
う
と
昭
和
四

十
二
年
に
発
足
、
以
来
二
十
年
間
に

わ
た
り
農
村
の
健
康
•
福
祉
・
老
人

問
題
を
テ
ー
マ
に
約
二
十
人
の
会
員

に
よ
っ
て
自
主
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
代
表

に
地
域
福
祉
を
す
す
め
る
会
会
長
の

稲
葉
氏
を
は
じ
め
、
高
須
賀
所
長
、

医
師
、
大
学
教
授
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
指
導
員
、
薬
剤
師
、
理
学

療
法
士
、
市
町
村
保
健
婦
と
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
の
か
た
が
た
が
休
日
を
利

用
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
今
回
で
二

百
二
十
六
回
目
の
学
習
と
の
こ
と
で

し
た
。今
回
の
懇
談
会
で
は
肱
川
町
の

健
康
と
な
り
組
と
の
交
流
会
を
行

う
こ
と
と
な
り
、
町
内
五
組
（
藤

野
原
・
肱
栄
・
下
小
藪
・
菟
野
尾
・

見
の
越
）
の
と
な
り
組
に
研
究
会
メ

ン
バ
ー
ニ
人
と
町
か
ら
一
人
が
出
向

き
、
午
後
八
時
か
ら
二
時
間
に
わ
た
っ

て
「
町
の
暮
し
と
健
康
を
テ
ー
マ
」

藤之原集会所で健康となり組の皆さんと懇談

に
懇
談
し
ま
し
た
。

翌
日
の
三
十
日
は
、
前
夜
行
わ

れ
た
交
流
会
の
報
告
会
が
、
研
究

会
、
町
関
係
者
そ
れ
に
健
康
と
な

り
組
の
代
表
者
が
出
席
し
て
保
健

セ
ン
タ
ー
で
午
前
十
時
か
ら
開
か

れ
研
究
会
の
か
た
が
た
か
ら
交
流

会
の
内
容
が
次
々
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

交
流
会
で
は
①
円
高
の
影
響
で
農

産
物
の
価
格
が
下
が
り
健
康
よ
り

経
済
面
が
気
が
か
り
②
と
な
り

組
の
血
圧
計
が
回
っ
て
こ
な
い

ま
た
、
測
る
た
び
に
血
圧
値
が
ち

が
う
が
故
障
で
は
③
若
い
者

が
い
な
い
の
で
年
寄
り
が
重
労
働

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

④
元
気
だ
と
言
っ
て
検
診
を
受
け
な

い
人
が
い
る
が
若
い
う
ち
か
ら
の
健

康
管
理
が
大
切
。
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
五
組
の
健
康
と
な
り
組
か
ら

出
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

も
と
に
現
在
、
地
区
に
起
き
て
い
る

問
題
点
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

肱
川
町
で
は
今
回
の
交
流
会
及
び

懇
談
会
に
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
を

今
後
の
保
健
行
政
に
生
か
し
な
が
ら

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
今
回
の
交
流
会
で
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
五
組
の
健
康
と
な

り
組
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
ふ
る
里
の
山
に
向
い
て
言
う
こ
と

な
し
ふ
る
里
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」

知
る
人
か
ら
「
相
も
変
わ
ら
ぬ
啄
木

の
歌
か
」
と
笑
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
肱

川
を
の
ぼ
っ
て
鳥
首
あ
た
り
に
さ
し
か

か
る
と
、
い
つ
し
か
こ
の
歌
が
脳
裏
に

浮
か
ん
で
き
ま
す
。
そ
し
て
「
よ
う
も

ど
ん
な
は
っ
た
の
う
」
の
言
葉
で
迎
え

ら
れ
る
と
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
気

持
に
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

わ
が
ふ
る
さ
と
肱
川
恒
例
の
「
鹿
野

川
夏
ま
つ
り
」
が
こ
と
し
も
八
月
七
日

盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
「
特
別
町
民
の
集
い
」
が
あ
り
、
神
奈
川

県
の
大
越
譲
氏
（
東
京
肱
川
会
会
長
）
、

大
阪
の
尾
崎
悦
子
さ
ん
家
族
ら
県
内
外

か
ら
三
十
一
人
の
特
別
町
民
が
“
里
帰

り
”
し
、
緑
と
人
情
味
豊
か
な
ふ
る
さ

と
に
親
し
み
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま

し
た都
市
に
住
む
人
た
ち
と
肱
川
町
と
の

交
流
、
そ
れ
に
町
お
こ
し
運
動
の
一
環

と
し
て
特
別
町
民
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
四
年
目
を
迎
え
、
会
員
は
延
べ
八
百

人
を
数
え
て
い
ま
す
。
集
い
の
催
し
は

三
回
目
で
し
た
。
町
あ
げ
て

「暖
か
く

迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、
バ
ス

を
仕
立
て
て
松
山
の
海
と
空
の
玄
関
ま

で
出
迎
え
る
な
ど
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ

ス
で
、
歓
迎
ム
ー
ド
が
い
っ
ば
い
。

七
日
は
商
店
街
“
歩
行
者
天
国
”
で

賑
々
し
い
七
夕
笹
祭
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
盆
踊
り
大
会
な
と
六
つ
の
催
し
を

見
物
し
な
が
ら
思
い
思
い
に
過
ご
し
、

夜
は
メ
ー
ン
・
エ
ベ
ン
ト
の
花
火
大
会
。

ひ
と
目
見
よ
う
と
、
松
山
地
区
肱
川
会

か
ら
も
井
上
副
会
長
ら
、
四
十
一
人
が

ま
つ
り
の
花
火
と
比
べ
、
勝
る
と
も
劣

ら
ぬ
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。

一
夜
明
け
て
、
八
日
は
町
内
め
ぐ
り
。

こ
と
し
初
の
試
み
で
鹿
野
川
湖
上
遊
覧
、

御
在
所
自
然
の
森
（
大
谷
）
、
岳
山
林
道

（
予
子
林
）
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
郷

愁
あ
ふ
れ
る
“
ふ
る
さ
と
観
光
”
を
満

喫
し
ま
し
た
。

私
は
御
在
所
山
に
登
り
ま
し
た
が
、

緑
深
い
山
並
み
に
霧
が
か
か
り
、
ま
る

で
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
か
け
た
よ
う

再発見

「特別町民の集い」

に参加して

ふ る さ と

森 岡 源

貸
し
切
り
バ
ス
で
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

夜
の
と
ば
り
が
お
り
る
と
、
中
学
校

前
の

V
ラ
イ
ン
河
原
を
舞
台
に
、
三
百

数
十
発
が
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
…
。
す
ぐ

頭
上
で
、
山
あ
い
を
抱
き
込
む
よ
う
に

広
が
る
音
と
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
？
仕

掛
け
花
火
も
彩
り
を
添
え
、
見
物
客
は

思
わ
ず
「
ワ
ア
ー
、
す
ご
い
」
の
歓
声
。

大
野
町
長
は
「
音
響
抜
群
の
“
山
び
こ

花
火
”
は
日
本
一
で
す
ら
い
」
と

P

R

す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。
確
か
に
松
山

いでへの大会興性的戦 I 合者 -,らご郷交らへ なりい -,うののり “ま大し風な
た‘森繁きのと化にし°町いのとにや土流町向そい自まふか感人‘そ旅さ谷森の仙
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発あらか洪のが一過豪 を安節ち当建発
生りのか水 ‘ノ‘去雨去果全す‘り設生鹿
し沿流わの;ダ:＋時るしをるーニさし野
ま川入ら軽六ム立年の‘て図こ二七れた川
し各量ず減:操方間‘七おると五五‘肱ダ
た地の‘を＼作メでダ月りうに 00当川ム
がて急ダ図方規 声

メ
I取ム十まえし立立時のは

‘‘激ムり 則卜 大へ八すでて方方の大、
ダ浸な下ま|に叱のの日゜‘

i 
おメメ洪水 昭

ム水増流しル基蓮毎流の 重り l l水害和
にの大のたをつし秒入梅 要‘トト流を二
よ被な支゜調きま当量雨 な流ルル量契十
る害ど 川 に節，‘しりは前 役域をの毎機 年
洪がもかもし、こた‘‘線 割の調う秒にに

最

低

賃

金

改

正
水
調
節
が
な
け
れ
ば
、
大
洲
市
肱
川

大
橋
付
近
の
水
位
は
、
さ
ら
に
一
―

-
0

ー
四

0
セ
ン
チ
は
高
く
な
る
な
ど
、

そ
の
被
害
は
増
大
し
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
肱
川
流
域
の
安
全
で
快

適
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

河
川
改
修
等
の
促
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ダ
ム
の
管
理
に
つ
い
て
も
、

洪
水
時
な
ど
の
放
流
に
際
し
て
は
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
は
じ
め
広
報
車
、

サ
イ
レ
ン
な
ど
に
よ
り
予
告
を
徹
底

し
、
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
合
せ
先

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

電

話

三

四

ー

ニ
三
五
〇

の

ィ
。
愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
決
定
し
一

0
月
一
日
か
ら
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ロ
。
こ
の
決
定
に
よ
り
一

0
月
一
日
以
降
従
業
員
に
支
払
う
賃
金
は
、

一
日
三
三
八
二
円
（
一
時
間
四
二

三
円
〉
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
先

愛

媛

労

働

基

準

局

賃

金

課

(
O
八
九
九
ー
ニ
五
ー
ニ
―

o-）

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

お

知

ら

せ

鹿
野
川
ダ
ム
の
働
き
に
つ
い
て



領 念

〔
成
績
〕

◎
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

一
位
内
子
町
消
防
団
立
川
分
団

固 団 臼 (4)

第
十
六
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲

喜
多
地
区
大
会
は
、
快
晴
の
九
月
四

日
、
大
洲
市
中
村
の
肱
川
緑
地
公
園

で
午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
十
チ
ー

ム
、
消
防
ボ
ン
プ
自
動
車
の
部
に
五

チ
ー
ム
か
参
加
し
て
訓
練
の
成
果
を

競
い
、
肱
川
町
か
ら
は
、
第
四
分
団

（
正
山
）
が
出
場
し
て
士
気
旺
盛
な
操

法
を
披
露
、
第
七
位
の
成
績
を
修
め

ま
し
た
。

こ
の
操
法
大
会
は
、
規
律
厳
正
に

消
防
操
法
の
基
本
を
徹
底
し
、
実
際

に
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
敏
速
的

確
な
放
水
要
領
を
練
成
す
る
こ
と
を

主
眼
に
、
一
年
お
き
で
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

第四分団士気あふれる健闘

ー消防操法大会一

第
四
分
団
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
七
月

下
旬
か
ら
、
毎
晩
二
時
間
ず
つ
練
習

を
重
ね
て
大
会
に
臨
み
参
加
十
チ
ー

ム
中
動
作
所
用
時
間
は
一
番
早
い
記

録
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
健
闘
お
よ

ば
ず
入
賞
を
逸
し
ま
し
た
。

〔
第
四
分
団
出
場
選
手
〕

指

揮

者

班

長

福

山

一

番

員

団

員

土

居

二

番

員

”

思

田

三

番

員

”

上

田

補

欠

”

中

田

”

”

石

家

勝英孝裕
清幸夫幸二保 敏速に操法を展開する肱川町第4分団選手

太
閤
検
地
は
「
村
」
を

徴
税
単
位
に
し
た

大
化
の
改
新
と
太
閻
検
地

二
位
大
洲
市
消
防
団
肱
北
分
団

三
位
内
子
町
消
防
団
五
城
分
団

◎
消
防
ポ

ン。フ
自
動
車
の
部

租
・
庸
・
調
の
三
税

税
金
の
制
度
は
い
つ
か
ら
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
今
回
は
考
え
て
見
ま

し
た
。“
税
”
と
し
て
は
っ
き
り
出
て
く

る
の
が
、
大
化
の
改
新
（
大
化
元
年

六
四
五
年
）
の
時
で
租
・
庸
・
調
の

三
税
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

租
と
は
年
貢
と
考
え
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
。
田
の
面
積
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
、
稲
で
納
め
る
の
が
原
則
で
し

た
。
大
化
二
年
に
は
、
段
（
三
六
〇

坪
）
ご
と
に
稲
を
二
束
二
把
を
納
め

る
こ
と
と
さ
れ
、
慶
雲
三
年
（
七
〇

六
）
に
は
一
束
五
把
に
減
税
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
時
の
一
段
あ
た
り
の
収
穫
量
が

五
0
束
と
い
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
の

三
％
と
い
う
低
率
の
税
金
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

庸
は
労
役
に
よ
る
税
金
で
、
都
に

上
り
中
央
政
府
の
た
め
に
働
く
義
務

で
、
正
丁
（
二
十
一
歳
し
六
十
歳
ま

で
の
人
）
は
一
年
に
十
日
、
次
丁
（
六

十
一
歳
ー
六
十
五
歳
）
は
一
年
に
五

日
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
こ
の

頃
か
ら
老
年
者
控
除
の
制
度
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

調
は
、
郷
土
の
産
物
、
絹
、
綿
、

糸
な
ど
で
納
め
る
も
の
で
、
正
丁
、

し
ょ
う
て
い

次
丁
の
ほ
か
少
丁
（
十
七
歳
ー
ニ
十

歳
）
に
も
課
税
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
布
で
納
め
る
場
合
は
、

正
丁
が
二
丈
六
尺
、
次
丁
は
そ
の
半

分
、
少
丁
は
正
丁
の
四
分
の
一
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

大
化
の
改
新
に
次
ぐ
画
期
的
な
税

改
正
は
太
閤
検
地
と
い
え
ま
す
。

太
閤
検
地
は
天
正
十
年
か
ら
慶
長

三
年
豊
臣
秀
吉
が
死
亡
す
る
ま
で
の

間
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
検
地
で
は
、
村
（
明
治
以
降

の
大
字
）
ご
と
に
土
地
を
測
量
し
土

地
ご
と
に
そ
の
耕
作
者
を
確
認
し
ま

こ。

し

t 一
位
大
洲
市
肱
北
分
団
第
一
部

一

位

”

第

二

部

二
位
内
子
町
消
防
団
内
子
分
団

当
時
は
す
で
に
、
地
主
と
耕
作
者

と
が
分
離
し
て
い
た
の
で
、
秀
吉
は

耕
作
者
を
土
地
の
権
利
者
と
認
め
、

権
利
者
で
あ
る
耕
作
者
に
年
貢
（
税

金
）
の
納
付
義
務
を
負
わ
せ
ま
し
た
。

秀
吉
は
農
家
の
出
身
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
か
ら
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
農
業
生
産
力
も
高
ま
り
、
従
っ
て

税
金
収
入
も
増
加
す
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
と
い
え
ま
す
。

村
の
農
業
生
産
物
の
収
穫
量
の
合

計
を
米
で
換
算
し
た
も
の
が
、
“
村

高
”
と
い
い
、
秀
吉
は
こ
の
村
高
を

家
臣
達
に
分
け
与
え
た
。
加
賀
百
万

石
な
ど
と
い
う
大
名
領
は
、
こ
の
村

高
を
さ
ら
に
集
計
し
た
も
の
で
す
。

税
金
（
年
貢
）
を
納
め
る
者
は
、
耕

作
者
個
人
で
あ
る
が
年
貢
割
付
（
現

在
の
納
付
者
等
）
は
村
に
交
付
さ
れ
、

村
で
は
村
全
体
の
年
貢
を
ま
と
め
て

納
め
て
い
ま
し
た
。

村
を
徴
税
単
位
と
し
た
の
は
、
徴

税
技
術
上
、
画
期
的
な
こ
と
で
江
戸

時
代
も
こ
の
方
法
が
継
承
さ
れ
ま
し

こ。t
 こ
の
よ
う
な
徴
税
方
法
は
、
明
治

以
降
、
昭
和
二
十
二
年
ま
で
市
町
村

委
託
徴
収
制
度
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
新
憲
法
に
よ
り

地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
り
地
方
税
制
の
大
改
正
が
行
わ
れ
、

昭
和
二
十
五
年
に
は
、
税
制
の
全
面

的
改
革
を
盛
り
込
ん
だ

「日
本
税
制

報
告
書
」
が
発
表
さ
れ
い
わ
ゆ
る
シ
ャ

ウ
プ
勧
告
を
基
に
し
て
現
在
の
税
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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鹿
野
川
湖
で
は
初
め
て
の
カ
ヌ
ー

競
技
（
第
四
十
二
回
国
民
体
育
大
会

四
国
地
区
予
選
）
が
、
特
設
カ
ヌ
ー

コ
ー
ス
で
暑
さ
き
び
し
い
八
月
十
一

日
、
選
手
、
役
員
三
十
五
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
た
。

出
場
選
手
は
、
高
知
、
香
川
、
愛

媛
の
高
校
生
二
十
一
名
（
男
十
七
、

女
四
）
で
、
種
目
は
男
女
別
に
カ
ヤ
ッ

ク
（
艇
に
坐
っ
て
船
の
両
側
を
交
互

に
こ
ぐ
）
と
カ
ナ
デ
ア
ン
（
片
ひ
ざ

を
立
て
て
こ
ぐ
）
の
計
七
種
目
。

本
県
勢
の
成
績
は
、
男
子
が
カ
ヤ

ッ

ク
ペ
ア
矢
野
•
井
上
（
大
洲
高
）
カ

ヤ
●
ク
フ
ォ
ア
谷
本
・
山
田
・
堀
江
・

村
上
（
大
洲
・
内
子
高
）
カ
ナ
デ
ア

ン
ペ
ア
森
・

谷
野
（
大
洲
高
）
が
そ

れ
ぞ
れ
一
位
に
入
り
、
女
子
も
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
で
中
本

（
大
洲
高
）
が
一
位

で
他
県
を
圧
倒
し
ま

し
た
。カ
ヌ
ー
競
技
は
、

精
神
力
、
体
力
、
技
術

を
三
者
一
体
で
勝
負

す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

い
ま
静
か
な
ブ
ー
ム

を
よ
び
、
現
在
、
約

三
万
人
の
愛
好
者
が

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
大
会

に
は
、
配
艇
補
助
員

と
し
て
、
肱
川
中
か

ら
東
、
森
、
久
保
田
、

池
田
、
白
岩
、
崎
野

君
た
ち
六
名
が
、
参

加
し
て
運
営
に
協
力

し
ま
し
た
。

一
鹿
野
川
湖
で

カ
ヌ
ー
競
技
を
初
め
て
開
催

ー
国
体
四
国
地
区
大
会
ー

資
金
の
種
類

生

活

資

金

療

蓑

資

金

災

害

資

金

貸

付

条

件

無
利
子
で
す

お
気
軽
に
と
う
ぞ

▽

主

催

内
職
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
婦
人
等

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

愛
媛
県
職
業
婦
人
セ
ン

を
希
望

タ
ー

▽
対
象
就
労
（
内
職
）

す
る
家
庭
婦
人
な
ど

▽
科
目
縫
製
（
工
業
用
動
カ
ミ

シ
ン
）

▽

日

程

10
月
29
日
（
木
）
か
ら
11

月
30
日
（
月
）
ま
で
の

21
日
間
（
但

し
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前

9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

30
分
ま

で愛
媛
県
で
は
無
利
子
で
生
活
安
定

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
は
市
町
村
民
税
が
課
税
さ

れ
な
い
世
帯
（
同
程
度
も
か
ま
わ
な

い
）
で
、
日
常
生
活
、
病
気
、
災
害

な
ど
で
一
時
的
に
資
金
の
必
要
な
時

▽▽▽▽  

下号へ申申受定
り駐 松さを住込込講
の車 ＾愛山い記所方締料員
保場 電媛市゜入‘法切
育＾話県中-氏 無三大
設無四〇婦ー で名電 10料十大、洲
備料一八人万 次‘話月 名洲市
ぁ ~I 九職町 へ年ま 22 縫西
りゼ六九業七 申齢た日 製大
ま口六 Iセ I し‘は＾
す歳七 ン三 込壷ノ、木

株、洲

耳 式
O 『R ータ ん話ガ 会

l で番キ 社

No.〈＊泊墓切っmL〉退
l」¥ り 砂で

昭沢 時願リ元‘最だす。吝

和
強のつた気新近ら 子

く流てくで鮮‘
け割‘

260 ゃれいまやなお呂喜門
歳年 由 ）＇ さしをまし：驚話 つが の

きゃて 我

お父さん
5 4]i2 ぃ誓t責、の歌遊大が
ヶ月汗ち子き つそ毎がん好

潤さん(30歳）月 6生ゃでる てて日上
でき家ぉ父さん

お母さん 日- ほチで手
いで ァ清生さん

敦子さん (28歳） 生んれ
しョすに専全[ぉ母さん
いッ°な ゜身 ル裕見子さん

に
貸
付
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
金
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
ま
ず
、
民
生
委
員
さ
ん
に
相
談

さ
れ
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
町

民
課
福
祉
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

貸
付
限
度
額
＿
貸
付
期
間
（
据
置
期
問
）
一
償
還
方
法

十
万
円
三
年
半
以
内
（
六
ヶ
月
以
内
）
年
賦
・
半
年
賦
・

十
五
万
円
四
年
以
内
（

一
年
以
内
）
月
賦
に
よ
る
均

三
十
万
円
四
年
以
内
（
一
年
以
内
）
等
償
還

※ ▽
会

場

縫

製

技

術

講

習

会

生
ま
れ
た
時
、
色
が
白
か
っ
た

の
で
「
ゆ
き
」
と
名
付
け
ま
し
た
が
、

今
で
は
日
焼
け
し
て
真
っ
黒
で
す
。

今
年

6
月
に
弟
が
で
き
弟
の
面

倒
も
よ
く
み
て
く
れ
、
お
ね
え
ち
ゃ

ん
ら
し
く
な

っ
て
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
優
し
く
育
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
山

そ
’

心

人

麻
由
美
ち
ゃ
ん

〔

郷

〕

昭
和
60
年

5
月

4
日
生

2
歳

3
ヶ
月
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栗生産同志会支部会議

肱
川
農
協
で
は
、
栗
生
産
各
支
部

総
会
を
開
き
、
今
年
度
の
生
栗
取
扱

数
量
を
六

0
0
と
計
画
し
早
く
も
八

月
二
十
五
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、

東
京
、
京
阪
神
方
面
の
各
市
場
へ
出

荷
を
始
め
ま
し
た
。

今
年
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
は
、

芽
立
ち
、
開
花
は
若
干
の
遅
れ
が
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
の
後
天
候
に
恵
ま
れ

順
調
に
生
育
し
て
い
る
。
ま
た
着
毬

，
刃
、
は
平
年
に
比
べ
や
や
少
な
い
が
、
毬

蒻

肥
大
を
考
え
る
と
平
年
並
の
収
穫
が

酒
5

予
想
さ
れ
る
。
価
格
に
つ
い
て
は
九

月
七
日
現
在
で

2
L
が
一

0
k
g当
り

oo~ 母

一
ケ
ー
ス
五
、
五

0
0円
か
ら
六
、

0
0
0円
程
度
の
市
場
売
立
で
有
る
。

各
支
部
ご
と
の
出
荷
計
画
は
次
表

の
通
り
決
定
し
た
。

◎
取
扱
要
領

一
、
建
値
基
準
は
L
上
〔
一

0
0〕

と
す
る
。
但
し

2
L
以
上
の
栗

に
つ
い
て
は
一

0
0点
以
上
に

受
け
入
れ
、
ケ
ン
ド
下
の
小
栗

に
つ
い
て
は
四

0
点
以
下
と
す

る。

二
、
出
荷
申
込
制
度
を
採
用
し
出

荷
計
画
の
合
理
化
を
図
る
。

三
、
持
込
扱
は
本
所
選
果
場
一
ヵ

所
と
す
る
。
持
込
出
荷
の
区
別

は
出
荷
伝
に
よ
り

0
で
囲
む
。

（
持
込
料
k
当
り
2
円）

四
、
前
渡
金
は
予
約
申
込
k
当
り

一
五

0
円
を
頂
金
口
座
に
振
込

み
残
額
は
最
終
精
算
と
す
る
。

五
、
評
価
委
員松
本
金
次
郎
氏

販
売
担
当
職
員

◎
庭
先
選
別
の
徹
底

一
、
落
ち
た
栗
は
早
く
拾
う
。
雨

降
り
な
ど
に
は
拾
な
い
。
乾
か

し
て
出
荷

二
、
夕
方
拾
っ
た
栗
は
ひ
ろ
げ
て

置
き
、
出
荷
時
に
袋
に
入
れ
る
。

三
、
袋
に
は
コ

ー
ド
番
号
、
氏
名

ー
を
大
き
く
は
っ
き
り
と
袋
半
分

]
下
の
方
へ
横
書
き
と
す
る
。

た
だ
今
、
全
国
の
農
協
組
織
で
は

「
日
本
の
食
糧
と
国
土
を
守
る
署
名

運
動
」
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
牛
肉
や
オ
レ

ン
ジ
の
ほ
か
に
「
コ
メ
」
ま
で
輸
入

自
由
化
を
迫

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

わ
が
国
で
は
三

0
％
の
米
の
減
反
を

し
て
い
ま
す
。
お
米
は
、
日
本
農
業

の
基
幹
作
物
で
す
。
私
た
ち
の
生
活

と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。ア
メ
リ
カ
か
ら
は
コ
メ
の
市
場
開

放
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
国
民
の
食

糧
と
国
土
を
守
り
、
豊
か
な
自
然
を

将
来
に
伝
え
る
た
め
の
国
民
署
名
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
下

さ
い
。

県経済連及び肱川農協出荷計画
A対 B対

1本年度目標1前年実績 11昨年実績

県経済連 6,081tl 5,514tl 4,356t 

対

110. 3% 

A
 

肱
川
の
特
産
生
栗
出
荷
は
じ
ま
る

対

126.6% 

B
 

肱川農協 600t 552t 353t 108.6% 156.3% 

支部 本年度目標 前年実績 l昨年実績 A 対 B対 件数

鹿野川 69,427.8 63,695.2 28,320 109% 225.6% 47 

小 薮 62,784.1 57,600.1 29,680 194.0 58 

中 野 19,509.6 17,898.7 8,296 215.8 24 

大和肱栄 65,848.3 60,429.6 51.955 16.3 31 

岩 谷 50,905.4 46,702.1 2 25,592 182.4 36 

中 津 7,835.1 9,201.1 9,045 101. 7 19 

宇和川 1555,130.2 142,321. 3 83.932 109 169.6 144 

大 谷 81,355.2 74.637.8 67.220 111. 0 126 

予子林 87,134.3 79,985.6 49,408 161. 9 99 

ムロ 計 600,000 552,671.6 353.448 108.6 156.3 584 
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神戸中央青果市場で研修される皆さん

市場での現物研修

肱
川
農
協
き
ゅ
う
り
生
産
部
会

（
清
水
昇
部
会
長
、
部
員
七
十
八
人
）

で
は
、
毎
年
出
荷
期
間
中
に
市
場
研

修
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
水
田
農
業
確
立
対
策
事

業
に
合
わ
せ
て
他
産
地
に
負
け
な
い

立
派
な
産
地
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

私
達
部
会
員
が
意
気
込
み
も
心
新
た

に
し
て
研
修
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

実
際
に
当
農
協
か
ら
出
荷
、
箱
詰

め
さ
れ
た
き
ゅ
う
り
と
他
産
地
の
き
ゅ

う
り
を
比
較
し
て
見
た
と
き
、
市
場

価
値
の
あ
る
き
ゅ
う
り
生
産
の
意
欲

が
一
段
と
湧
き
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
高
品
質
の
き
ゅ
う
り
栽
培

技
術
の
必
要
性
を
再
確
認
致
し
ま
し

こ。t
 

特
に
今
年
は
、
梅
雨
時
期
に
お
け

る
出
荷
が
量
、
質
共
に
欠
け
市
場
指

摘
を
受
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
販
売
面
で
は
、
七
月
に
価
格
の

暴
落
で
苦
し
い
販
売
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
六
・
八
・
九
月
の
三
ヶ
月

問
は
好
価
格
で
取
り
引
き
が
行
な
わ

れ
好
収
入
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
は
特
に
、
部
会
員
の
皆
さ

ん
が
先
般
の
研
修
を
生
か
し
た
た
ま

も
の
と
、
炎
天
下
の
中
で
の
現
地
研

修
を
熱
心
に
受
け
ら
れ
た
技
術
の
成

果
と
い
え
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ら
に
今
回
の
研
修
を

生
か
し
、
生
産
技
術
の
練
磨
に
努
め

る
よ
う
お
互
い
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

.

.

.

.

.
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を
H
指
し
て

最
近
、
特
に
山
の
良
さ
木
の
良
さ
が

話
題
に
な
り
国
産
材
の
住
宅
建
築
が
増

え
て
来
て
い
ま
す
。
杉
桧
の
値
段
も
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
肱
川
で
は
ま
だ
未

整
備
の
山
が
沢
山
有
り
ま
す
。
造
林
を

し
て
経
済
的
価
値
の
高
い
山
に
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
行
苗
木
の
注
文
書
を
九
月
の
常
会

で
配
布
し
ま
す
。
造
林
を
予
定
さ
れ
る

方
は
、
注
文
書
に
て
、
十
月
十
五
日
ま

で
に
御
申
込
み
下
さ
い
。

苗
木
を
注
文
さ
れ
る
方
の
注
意
事
項

は
次
の
通
り
で
す
。

①
造
林
予
定
地
の
地
番
・
所
有
者
・

面

積
を
確
実
に
調
査
記
入
す
る
。

!―----------------------------------------------------------------------------------------―’ 

国内旅行アラカルト

山
行
苗
木
注
文

旅

（
適
地
適
木

②
造
林
樹
種
を
決
め
る
。

を
基
本
と
す
る
）

③
生
産
目
標
を
定
め
る
。

0

優
良
材
か
一
般
材
か
。

0

柱
材
か
大
径
材
か
。

④
l
o
a
（
一
反
）
当
り
の
植
付
本
数

生
産
目
標
に
よ
っ
て
植
付
本
数
が
変

わ
る
。

一
般
材
生
産

ク
ヌ
ギ
造
林

l
o
a
当
り

600
本
程
度

l
o
a
当
り

350
本
程
度

l
o
a
当
り

400
本
程
度

植
付
本
数
と
列
間
距
離
は
次
の
表

優
良
材
生
産

10a (1反）当り植付楼廷植嘩墳伯

植10付a本当数り 間たて水植平距付離列 間よ水こ植平距付離列

300本 182cm (6尺） 182cm 

400本 158cm (5尺2寸） 158cm 

450本 149cm (5尺） 149cm 

500本 180cm (6尺） 115cm (3尺3寸）

14lcm(4尺7寸）141cm 

600本 166cm (5尺5寸）100cm (3尺3寸）

129cm (4尺3寸）129cm 

の
通
り
で
す
の
で
参
考
に
し
て
必
要

な
苗
木
本
数
を
計
算
し
て
下
さ
い
。

⑤

伐

採

届
．
伐
採
許
可
等
の
申
請
の

出
て
な
い
材
分
へ
は
造
林
補
助
金
が

出
な
い
場
合
が
あ
ま
す
の
で
、
早
急

に
申
請
を
し
て
下
さ
い
。
く
わ
し
く

は
森
林
組
合
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

日本を知る旅

みのり

（航空券はお早めに）

でかけよう日本

南北に広がる細長い巳本は、四季折閃のよそおい

を持ち、旅の魅力にあふれています。農祝観光では、

すてきな旅の収穫をさらに大きくするために、バラ

エティーに富んだメニューをもりだくさん用意して

おります。

旅は未知との出逢いです。自分の目で確かめて足

を踏み入れた時に肌で、心でふれる新鮮な感動……

これが旅の魅力です。ふるさとの香りあふれる南へ、

北へ、お気軽にお出かけください。

みのり宿泊プランJR運賃2割引
通算201km以上但し大人2名様以上

ゆけむりクーポン
ゆったりとした全国の湯の名所をピックアッフ、

宿に、料理に、ゆけむりに大満足の時をお楽しみく

ださい。

さわやかクーポン
全国各地のくつろぎの宿と、お国自慢の郷土料理

を厳選。四季バラエティーに冨んだプランと、きめ

細いサービスをお楽しみください。

農協観光
肱川農協観光課 i 

•---------------------------------------------- - ----------- - -------------------- -- -------- - 』

全国
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l -―-已曰 二芦可~} l 
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！ ←-＝因 l
！ 優良材生産は直材づくりから．I ! 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I j 

} i 
！ 肱川土場木材相場表

第452回市昭和62年8月26日 19 肱川町森林組合乾灘茸相場表I• ！ 
！ 県森連市より （単位オ当り：円） 1. 市売日…昭和62年 8月26日 ！ 

,·ぶ；・・．ふ．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．：．．．．泌と•..．．．．. .,.~_’“'ェ·ら、ブぶぺ· •:• 9．．ぺ：滋Z9, •9,.必<ぶで奴ぷ如吟．幻灼． ．．．ぶ．．～ •:双··,，．．．．．x • ●●●ヽ．．，• • ••，:...,．．．．． ． ”,．．．，．、.....，...．． ． ．；·ー・ ．．,. 
！ 1. 販売数瓦•70ケース 1, 239. 5kg ! 

長さ未口径
！・ ス ギ ヒ ノ キ 1．数星内容及び平均単価 ！ 

マツ その他 .1 ., 
！ チョクマガリチョクマガリ 区分 ・銘香信 ドンコ特用ペレコーコその他 ！ 
, i .....7.cm下禾"'.1.97禾 "'-43'r．ー・ •― 302 本 43 マ・・ ・

. . .......................................................、....．..．..．．.．.

松パルプ 数蓋 (kg) 48'8. 9 - 598. o - 1 52. 6 ! 
t I. 1 s_ cm上本 165本39本367本221

i 
18cm上 89

！ 
30cm上 98

f I I 8 cm上本 1001 261 1671 84 
! 3m  llcm上 30 6 98 29 

i 4ml72：こ：：本 1:本ili本：iビ[[[：：ヽJ2レ：：はrn：口ニI価;0：I価□1 & ：6: I柄二I21::I l 
バリ材

底 m（二） 109I 14 I 238 I 64118cm上 51
＇大 厚 7, 2 0 0 ドンコ小 3,sool f 

i 国国 13025335 135 24cm上 68：信96門i 中厚上 ー 特用大葉 5, 4 9 0 ! 
18cm上 82 - 186 - 30cm上 77 長さ 2m 中厚並 5, 9 3 0 大バレ 3, 2 2 0 ！ 

! 7cm下本一本一本一本一t 2m8cm上 14 - 14本一 71 小 厚 4, 4 4 0 特用中葉 5, 78 0 ! 
! 21 - 49 - 13cm上 31 松 ハ リ材

！ 
16cm上 大ウズ 6,890 L 中 バレ 3,2 5 0 

! 30cm上 49- 119 - 30cm上 3l 16cm~22cm • ！ 
13::m（二） 112 353 3 m74円

中ウス上 ー 特用小葉 3,s20 If 
I 16 m国国 126 - 4 m91円

i 
440 中ウス並 5, 6 5 0 小バレ

ロ〗旦ここ相場。喜：し8序二三：：中間し↓ 」[CV：ウ：ウ；9： : ;: ［9:-; : : : ： 1 2, 9 6 0 ! 

-―------ ----------------------------」
桧
材
は
高
謄
の
反
動

で
多
少
値
を
下
げ
て
お

り
ま
す
が
、
杉
材
は
住

宅
着
工
戸
数
の
伸
び
、

外
材
の
値
上
げ
な
ど
に

よ
っ
て
堅
調
に
動
い
て

お
り
ま
す
が
、
よ
り
木

材
の
需
要
を
高
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
実
際
に
私

一

た
ち
が
伐
っ
た
木
材
に

た
い
し
て
ど
の
よ
う
な

意
見
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
昨
年
度
に
愛
媛
県

が
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
の
一
部
を
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
県
内

の
製
材
工
場
一

0
0
、

大
エ
・
エ
務
店
一
五

0
、

県
民
一
、
二
四
九
名
を

対
象
に
し
て
お
り
ま
す
。

製
材
工
場

原
木
に
つ
い
て
の
解

答
を
見
て
み
ま
す
と
、

通
直
性
に
つ
い
て
は
杉
、

桧
と
も
曲
が
り
が
少
し

多
い
よ
う
で
す
が
、
普

通
で
あ
る
と
の
意
見
が

多
く
、
乾
燥
状
態
に
つ

い
て
は
皮
付
き
乾
燥
材

柱材の乾燥状態 通直性

樹種I良い i普通I悪いI不明

杉 5. o I 51. 21 41. 3 

樹種

杉

良い

6. 7 

普通
曲がり

三77. 81 15. 5 
桧 10. 51 63. 71 25. 8 桧 7. 1 68.2 24. 7 

柱材の仕上げ

囀 i良い I普通I悪い I不明

杉 14. o I 78. s 5.0 2.5 

桧 30. 31 68. 9 0.8 

大
エ
・
エ
務
店

柱
材
の
乾
燥
状
態
に
つ
い
て
、

「
普

通
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
ほ
ぼ
半
分
で

あ
り
、
悪
い
と
の
意
見
も
か
な
り
多
い

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
生
産
地
、
製
材

工
場
の
ッ
ケ
が
回
っ
て
き
た
と
思
え
ま

す
。
柱
材
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
は
、
悪

い
と
の
意
見
は
あ
ま
り
な
く
、
比
較
的

良
い
と
い
え
ま
す
。

5
-
0
 

2
 

゜

乾燥状態

区分

剥皮乾燥材がよい

杉

17.4 

皮付乾燥材がよい

生材で良い

と
生
材
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
好
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
生
材
の
方
が
製
材
し
や

す
い
た
め
に
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
材

を
使
わ
れ
た
消
費
者
が
一
番
気
の
毒
で

あ
り
、
木
材
は
狂
う
と
の
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
、
木
造
建
築
は
悪
い
と
な
り
ま
す
。

木
材
・
木
造
住
宅消
費
ニ
ー
ズ
調
査

県

民

在
来
木
材
住
宅
に
つ
い
て
解
答
を
見

み
ま
す
と
、

価
格
に
つ
い
て
安
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
少
な
く
、
比
較
的
高
い
と

感
じ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
よ
い
と
思
っ
て

い
る
人
が

6
5
.
5
％
と
多
く
い
ま
す
。

し
か
し
又
燃
え
や
す
い
と
考
え
て
い
る

人
も
多
く
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
木
材
の
乾
燥

状
態
や
、
価
格
に
つ
い
て
の
改
善
や
、

火
災
に
体
す
る
認
識
へ
の
対
応
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
木
造
住
宅
へ
の

志
向
に
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
産
地
間
の
競
争
が
木
材
価

格
の
上
昇
に
つ
れ
て
一
層
厳
し
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
は
乾
燥

な
ど
の
品
質
や
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど

に
勤
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

林

改

金

本

建築費

高い 普通 安い 不明

30,3 34. 1 6. 3 16.0 

住 み J 心 地

良 し‘ 普 通 悪 し‘ 不 明

65.5 
| 

耐 火性

燃えにくい

32.0 1. 2 8.4 

普 通 燃えやすい

4.6 27.8 47.5 
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秋
ま
き
キ
ャ
ベ
ツ
の
育
苗

四
月
か
ら
五
月
に
収
穫
す
る
キ
ャ
ベ

ツ
は
、
秋
の
彼
岸
に
ま
い
て
十
月
末
日

か
ら
十
一
月
上
旬
に
植
え
付
け
る
。

秋
ま
き
キ
ャ
ベ
ツ
の
育
苗
で
一
番
大

切
な
こ
と
は
、
秋
の
天
候
に
も
よ
る
が
、

九
月
上
旬
か
ら
九
月
二
十
日
の
期
間
に
、

種
ま
き
を
し
て
本
葉
七
か
ら
八
枚
以
上

で
、
茎
の
太
さ
が
五

mm
以
上
の
大
苗
に

な
る
と
、
と
う
立
ち
の
率
が
高
く
な
る
。

種
ま
き
は
九
月
二
十
日
ご
ろ
を
目
安

と
し
て
順
調
に
育
て
る
。

ま
き
床
は
排
水
の
よ
い
畑
を
選
び
、

本
穂
圃
十

a
当
た
り
七
か
ら
十
面
を
準

備
し
、
腐
熟
し
た
堆
肥
を
一

2m
当
た
り

三
ー
四
迎
を
全
面
に
施
し
て
深
耕
整
地

す
る
。ま
き
床
は
幅
一
ー
ニ

m
の
畝
立
て
と

し
て
、
十

a
当
た
り
十
叫
を
横
方
向
に

六
Cm
間
隔
の
条
ま
き
に
す
る
。

覆
土
は
種
子
が
見
え
な
く
な
る
程
度

に
薄
く
す
る
。

本
葉
が
一
ー
ニ
枚
の
こ
ろ
密
生
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
間
引
き
し
、
苗
全
体
の

生
育
を
そ
ろ
え
る
。

種
ま
き
後
二
週
間
程
度
す
る
と
、
本

葉
が
二

i
-
―
―
枚
に
な
る
の
で
、
十
二

cm

の
株
間
に
移
植
す
る
。

育
苗
期
間
中
の
病
害
と
し
て
は
、
ベ

ト
病
が
多
く
な
る
の
で
、
ダ
コ
ニ
ー
ル

水
和
剤
、
ア
リ
ジ
マ
ン
水
和
剤
の
六
百

倍
液
を
散
布
し
て
予
防
に
つ
と
め
る
。

害
虫
と
し
て
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ヨ
ト

ウ
ム
シ
の
防
除
と
し
て
、
ダ
イ
シ
ス
ト

ン
粒
剤
を
施
用
し
て
防
除
に
つ
と
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

水
稲
の
刈
取
り

水
稲
の
刈
取
り
適
期
は
、
米
の
品
質

が
良
く
、
収
量
の
多
い
時
期
で
す
が
、

出
穂
後
の
米
質
の
変
化
か
ら
み
る
と
、

出
穂
後
40
日
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
品
種
、
栽
培
法
、
気
象

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
早
生
種
で
出

穂
後
40
ー
4
5
日
、
中
生
種
4
5
t
5
0
日
、

晩
生
種
5
0
ー
5
5
日
ご
ろ
で
す
。

温
度
か
ら
み
る
と
早
生
種
930
ー
950
℃、

中
生
種

0
0
i
0
3
℃
、
晩
生
種
℃
で
成

熟
し
ま
す
の
で
、
出
穂
後
の
日
照
、
気

混
に
よ
り
差
が
で
る
。

刈
取
り
適
期
の
稲
穂
は
、
黄
金
色
と

な
っ
て
お
り
、
一
穂
の
う
ち
で
も
淡
緑

色
の
粒
が
数
粒
残
っ
て
い
る
時
期
で
す
。

昨
年
の
肱
川
町
内
で
の
刈
取
り
は
、

早
刈
り
が
多
か
っ
た
の
で
、
注
意
し
て

下
さ
い
。

早
刈
り
す
る
と
収
量
は
少
な
く
、
青

米
や
未
熟
米
が
多
く
な
り
品
質
が
低
下

し
、
遅
刈
り
に
な
る
と
胴
割
米
が
多
く

発
生
し
、
粒
色
が
悪
く
品
質
が
低
下
す

: •I:50gl ”̀ 
のi .40「玄, n 
'Ai 30 
i l 
米 20

；閤10
|イ, ¢詞>V--っ
lOU 20 30 40 50 60 
出 aiR B a 

栗
収
穫
、
出
荷

栗
の
収
穫
、
出
荷
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
落
果
し
た
栗
は
、
コ
ウ
ロ
ギ
、
ネ

ズ
ミ
な
ど
に
よ
る
食
害
や
乾
燥
に
よ
る

品
質
下
の
う
え
か
ら
も
、
早
く
拾
い
収

穫
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
出
荷
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
庭
先
選
別
を
徹
底
し
て

行
い
、
品
質
の
よ
い
も
の
を
出
荷
し
ま

し
ょ
う
。

縮
間
伐
の
準
備

今
の
時
期
で
は
、
ま
だ
葉
も
つ
い
て

い
る
の
で
園
の
混
み
具
合
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
の
う
ち
に

間
伐
樹
に
印
を
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
の

縮
間
伐
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
と
同
時
に
、
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
の
発
生
状
況
も
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 出穂汲の米門の変化

,30 

玄
米
千

"lli

0

0

 

2

1

 

る
た
め
、
刈
取
り
適
期
を
判
定
し
て
刈

取
る
。

ノヽ浙判の期適取lJ 
メ＜
 

施

肥
ま
だ
秋
肥
（
礼
肥
）
を
施
し
て
な
い

圏
で
は
、
早
急
に
施
し
て
下
さ
い
。

ハ
ダ
ニ
の
防
除

秋
季
に
発
生
す
る
も
の
は
、
果
実
に

直
接
被
害
を
及
し
ま
す
の
で
、
低
密
度

に
抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
農
薬
は

モ
レ
ス
タ

ン
水
和
剤
の
一
、
二

0
0
倍

液
を
散
布
し
て
下
さ
い
。
ハ
ダ
ニ
は
秋

季
に
は
、

70
ー
80
％
が
葉
裏
に
生
息
し

ま
す
の
で
、
薬
剤
は
葉
裏
に
よ
く
か
か

る
よ
う
て
い
ね
い
に
散
布
す
る
こ
と
が

防
除
効
果
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す

の
で
、
他
の
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は

残
効
性
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

施

肥

秋
肥
と
し
て
、
ま
だ
施
用
し
て
い
な

い
圏
で
は
早
急
に
施
し
て
下
さ
い
。
果

実
の
発
育
、
樹
勢
の
維
持
に
利
用
さ
れ

ま
す
。防

除
カ
メ
ム
シ
類
が
発
生
し
て
い
る
国
で

は
、
ス
ミ
チ
オ
ン
水
和
剤
の
一
、

0
0

0
倍
液
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
貯
蔵
病
害
の
防
除
と
し
て
十

月
中
旬
に
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
の
二
、

0
0
0倍
を
、
長
期
貯
蔵
し
ま
す
の
で
、

必
ず
果
実
に
十
分
か
る
よ
う
散
布
し
て

下
さ
い
。

ユ

ズ

大

谷

・

肱

栄

2
（金）

12
（月

22
（木）

小

薮

．

汗

生

5
（月）

20
（火）

予

子

林

7

（

水

）

26
（月）

正
山
・
中
居
谷

9
（金）

24
（土）

岩
谷
・
月
野
尾
1
5
（
木
）

30
（金）

中

津

・

小

倉

16
（金）

10
月

L
Pガ
ス
配
達
予
定
日

10
月
2
日
（
金
）
大
谷
地
区

10
月
9
日
（
金
）
小
薮
・
岩
谷
地
区

10
月
16
日
（
金
）
宇
和
川
地
区

10
月
23
日
（
金
）
予
子
林
・
中
津
地
区

10
月
醤
油
配
達
予
定
日

10
月
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
7
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
1
3
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

10
月
1
4
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

10
月
1
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
21
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
22
日
（
木
）
宇
和
川
南

10
月

27
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

月
28
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

10
月
29
日
（
木
）
大
谷
方
面
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f
供
た
ち
と
青
年
と
…
…
…

八
月
十
日
か
ら
十
二
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
町
内
の
三
つ
の
小
学
校
で
、
愛

媛
大
学
教
育
学
部
児
童
文
化
研
究
会
の

皆
さ
ん
が
、
巡
回
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、

「児
童
憲
章
の
精

神
に
基
づ
き
、
児
童
文
化
、
児
童
福
祉

の
向
上
及
び
発
展
を
め
ざ
し
て
、
児
童

文
化
の
研
究
、
実
践
活
動
を
し
て
い
る
」

サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
行
は
、
十
日
に
大
谷
小
学
校
、
十

一
日
に
岩
谷
学
校
、
十
二
日
に
予
子
林

小
学
校
の
順
に
、
公
演
し
ま
し
た
。

公
演
は
、
人
形
劇
（
ア
ン
パ
ン
マ
ン

と
バ
イ
キ

ン
マ
ン
、

三
枚
の
お
ふ
だ
）

を
は
じ
め
、
お
は
な
し
、
ゲ
ー
ム
や
人

形
劇
を
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
中
に
と
け
こ
ん
で
、

い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
げ
ユ
ー
モ
ア
い
っ

ぱ
い
の
演
技
に
、
終
始
笑
い
声
が
出
て

い
ま
し
た
。

児
童
文
化
研
究
会
で
は
、
週
三
•
四

度
の
練
習
を
つ
み
重
ね
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
完
成
さ
れ
た
演
技
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
の
日
の
十
二
日
の
夜
に

は
、
地
元
肱
川
の
青
年
団
と
の
交
流
キ
ャ

ン
。
フ
が
行
わ
ま
し
た
。

御
在
所
自
然
の
森
に
は
、
児
童
文
化

研
究
会
の
学
生
九
人
と
、
青
年
団
十
数

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
て
く
る
青
年
団
が
来
る

前
に
は
、
御
在
所
山
に
登
り
、
肱
川
の

景
色
を
な
が
め
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
焼
き
肉
を
囲
み
、
自

愛
大
児
童
文
化
研
究
会

己
招
介
や
、
お
互
い
の
暮
し
の
こ
と
な

ど
、
い
ろ
ん
な
意
見
交
換
が
さ
れ
、
夜

お
そ
く
ま
で
、
続
き
ま
し
た
。

一
方
は
学
生
、
一
方
は
社
会
人
と
境

遇
は
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
若
者
と
し

て
、
通
じ
合
っ
た
と
思
い
ま
す
。

青
年
団
、
ま
た
町
で
は
、
交
流
事
業

を
く
り
広
げ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、

相
手
の
児
童
文
化
研
究
会
の
皆
さ
ん
は
、

将
来
は
教
師
に
な
ろ
う
と
、
き
ち
ん
と

し
た
目
標
を
持
っ
て
行
動
を
し
て
い
る

学
生
さ
ん
で
あ
り
、
物
事
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
青
年
と
し
て
も
、
い
ろ
ん
な

人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
手
の
虔

れ
た
部
分
を
吸
収
し
て
、
自
分
に
生
か

す
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
都
会
か
ら
の
刺
激
を
受
け
発

憤
を
し
た
り
、
都
会
か
ら
の
意
見
を
聞

き
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
、
み
い
だ
し

た
り
、
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
て
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

に
、
役
立
て
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

I
§
§
§
§
§
§
§
 

小
学
校
六
年
生

を
対
象
に
開
催
し

て
い
る
「
わ
ん
ば

く
学
級
」
で
は
、

八
月
十
八
日
（
火
）

と
十
九
日
、
一
泊

二
日
の
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
長

浜
町
の
青
島
で
の

キ
ャ

ン
プ
で
し
た

が
、
四
十
人
の
参

加
者
で
、
夏
の
二

おもいきり海

わんばく学級

日
間
を
過
し
ま
し
た
。

長
浜
港
か
ら
フ
ェ
リ

ー
で
五
十
分
、

周
囲
が
四
・
三

km
の
青
島
に
到
着
。
今

回
は
お
お
い
に
海
に
親
し
も
う
と
元
気

に
海
に
と
び
こ
ん
で
、
泳
い
だ
り
、
貝

や
魚
を
取
っ
た
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な

の
歓
声
が
上
っ
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
夕
ご
飯
。
み
ん
な
で
協
力

し
て
、
飯
合
で
ご
飯
を
た
き
ま
す
。
お

か
ず
は
、
カ
レ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
材
料
で
つ

く
り
ま
し
た
。

あ
た
り
が
暗
く
な
っ
て
く
る
と
、
防

波
堤
で
魚
釣
り
。

「
ま
た
釣
れ
た
。
」

「あ
、
ま
た
釣
れ
た
。
」と
、
た
ち
ま
ち

魚
は
、
ク

ー
ラ
ー
い
っ
ば
い
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
後
は
、
宿
泊
所
の
公
民
館
で
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
、
最
後
に
拷
本
館
長
の
怪

談。

「キ

ャ
ー
ツ
、
こ
わ

い
ー
。
」
み

ん
な
早
く
寝
な
さ
い
…
…
…

二
日
目
は
、
青
島
公
民
館
長
さ
ん
に
、

青
島
の
歴
史
に
つ
い
て
の
の
お
話
を
聞

か
せ
て
頂
い
た
後
、
二
隻
の
漁
船
に
乗

り
こ
み
、
島
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。
波

の
上
を
す
い
す
い
走
る
船
か
ら
の
な
が

め
は
、
最
高
で
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
子
供
た
ち

は
お
お
い
に
海
に
親
し
み
、
友
達
と
楽

し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
に
も
、
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ

て
仕
事
を
し
、
班
で
の
行
動
を
守
り
、

決
め
ら
れ
た
こ
と
に
従
う
、
団
体
行
動

も
学
び
ま
し
た
。

よ
そ
の
土
地
へ
出
か
け
て
い
っ
た
の

で
、
準
備
の
都
合
に
よ
り
、
子
供
た
ち

自
身
が
考
え
て
、
創
っ
て
い
く
と
い
う

面
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
も
残
り

ま
し
た
●

と
も
か
く
、
夏
休
み
の
―
つ
の
思
い

出
と
し
て
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

七
月
に
開
講
し
た
わ
ん
ば
く
学
級
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
楽
し

い
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
み
ん
な
で
行
動
を
し
て
、
仲

の
よ
い
友
達
に
な
り
、
助
け
合
っ
た
り

す
る
や
さ
し
い
心
や
、
ど
ん
な
こ
と
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
、
た
く
ま
し

い
心
や
体
を
持
っ
た
子
供
に
育
っ
て
ほ

し
い
も
の
だ
と
、
思
い
ま
す
。



(11)匪は這 俗国園田

園園⑫園園閾屁旦涵祠
第
十
八
回
県
民
体
育
祭
喜
多

郡
大
会
が
、
九
月
六
日
に
内
子

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
広
く
郡
内
の

住
民
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普

及
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高

揚
と
体
力
の
向
上
を
は
か
り
、

生
活
を
明
る
＜
豊
か
に
す
る
こ

と
を
ね
ら
っ
て
開
か
れ
て
い
ま

す。
肱
川
町
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
庭

球
、
男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
約

八
十
名
の
選
手
の
み
な
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
内
、
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
が
二
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
、

十
月
十
八
日
に
宇
和
町
で
開
か

れ
る
八
幡
浜
教
育
事
務
所
管
内

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

二
年
連
続
＞

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一

！ 菊池分館長 ： 
----------------------------------

九
月
八
日
、
五
十

崎
町
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
喜
多

郡
公
民
館
研
究
大
会

の
席
上
、
中
央
分
館

長
の
菊
池
昭
―
―
一
郎
氏

が
優
良
役
職
員
と
し

て
、
郡
公
民
館
連
絡

協
議
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

菊
池
分
館
長
は
、

中
高
齢
者
を
対
象
の

ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
普
及
、

七
宝
焼
教
室
の
企
画
・

運
営
、
肱
川
カ
ル
タ

大
型
版
の
作
成
・
大

会
等
、
新
し
い
活
動

を
企
画
・
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

分
館
活
動
で
は
、
地
域
の
連
帯
感
を

育
て
る
活
動
の
中
か
ら
、
心
の
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
活

動
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
視
点
に
立
っ

優良役職員で受賞

菊池昭三郎中央分館長

選
手
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み

な
さ
ん
の
管
内
大
会
で
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

突
然
の
父
の
死
に
よ
り
肱
川
に
帰
っ

て
か
ら
三
年
目
に
は
い
っ
て
い
る
。

ど
こ
に
い
っ
て
も
皆
か
ら
心
よ
く
声

を
か
け
て
も
ら
え
る
。
町
内
の
人
達

の
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
本
当
に
有

り
難
い
こ
と
で
あ
る
。
最
近
ど
こ
の

町
村
に
行
っ
て
も
少
年
達
の
、
ス
ポ
ー

ツ
、
武
道
が
大
変
に

盛
ん
で
あ
る
。
む
し

ろ
子
供
達
よ
り
大
人

の
ほ
う
が
熱
心
な
場

合
も
あ
る
み
た
い
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
青
少
年
の
育

成
を
す
る
事
は
有
意

義
な
こ
と
と
思
う
。
昨
年
の
国
体
の

愛
媛
の
成
績
は
相
当
に
悪
か
っ
た
ら

し
い
。
関
係
者
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
問
題
点
の
中
の
一
っ
に
「
底
辺

の
拡
大
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
」

と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
農
業
を

し
て
い
て
も
何
を
し
て
い
て
も
問
題

〈18 0〉

最
近
で
は
ま
っ
た
く
か
げ
を
ひ
そ
め

て
し
ま
っ
た
算
樋
水
車
。
小
畑
井
の
中

野
一
さ
ん
の
手
に
よ

っ
て
再
現
さ
れ
ま

し。 再
現
水
車

て
充
実
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
期
待
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
新
し
い
発
想
は
、
何
も
出

て
こ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
知
識
の

あ
る
新
人
が
会
社
に
入
い
っ
て
き
た
時
、

先
輩
は
仲
々
仕
事
を
、
教
え
よ
う
と
し

な
い
傾
向
が
あ
る
ら
し
い
。
自
分
の
地

位
が
奪
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
狭
い
視
野
で
は
発
展
は
な
い

安住の殻
を破ろう．／

小
畑
井
川
の
渓
流
を
利
用
し
て
、
萩

野
尾
の
自
宅
の
物
置
き
の
片
隅
に
廃
材

を
活
用
し
て
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

水
を
か
け
ら
れ
た
水
車
は
、
休
む
事

な
く
、
夜
と
な
く
昼
と
な
く
キ
ー
ト
ン
、

キ
ー
ト
ン
動
き
続
け
て
い
ま
す
…
…
…
。

各
家
庭
で
も
雑
穀
の
生
産
と
利
用
が

図
ら
れ
は
じ
め
た
が
、
米
及
び
雑
穀
の

精
白
に
最
も
便
利
で
、
再
び
各
所
に
見

か
け
は
じ
め
る
日
も
近
い
の
で
は
あ
る

゜

ま
い
か
…
…
…

点
を
早
く
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
ポ

ィ
ン
ト
と
思
う
。
結
節
に
お
け
る
問
題

点
の
把
握
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
う
が

仕
事
に
追
わ
れ
て
心
に
ゆ
と
り
が
な
い

為
、
考
え
る
余
裕
が
な
い
。
問
題
点
が

出
て
こ
な
い
の
で
今
ま
で
の
安
住
の
殻

の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
し
ま
う
。

だ
ろ
う
し
、
そ
れ
で
は
人
間
関
係
が

う
ま
く
い
く
事
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
仕
事
上
の
命
令
だ
か
ら
と
、
そ

れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
人
達
が

多
く
な
る
。
そ
こ
に
は
マ
ン
ネ
リ
化

し
た
惰
性
に
流
さ
れ
た
人
が
多
く
な

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
農
業
従
事
者

は
、
大
小
は
あ
れ
ど

も
経
営
の
管
理
者
で

あ
る
が
、
現
在
の
農

業
情
勢
の
下
落
し
た

時
こ
そ
視
野
を
広
げ

て
方
向
を
見
失
な
わ

な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
経
営

が
上
昇
し
た
時
に
は
最
悪
の
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

う
こ
の
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
安
住
の

殻
を
脱
皮
し
て
違
っ
た
視
野
か
ら
眺

め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
変
化
が
お
こ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

月野尾

冨永政男
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10月の日曜・祝日当直医

登籾旦唸 、四螂(12)

日 当 直 医 電話

4日(H)沢井耳鼻咽喉科医院 24-
（大洲市中村） 2510 

10日(±) 弘岡産婦人科医院
24-

（大洲市中村） 3363 

llH(H) 祖母井外科医院
24-

（大洲市中村） 3756 

1.8B(B) 沢井小児科医院 24-
（大洲市中村） 7530 

細 (B)亀井小児科医院 24-
（大洲市東大洲） 3757 

日曜日 喜多医師会病院 25-
祝日 : （大洲市徳森） 0535 

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電話

月・火 大洲市立病院
2 4 -

（大洲市大洲） 2 1 5 1 

水 加戸若病）院
24-

（大洲市宮 5 1 0 1 

木～日 大（大洲洲中市東央大病洲）院
2 4 -
4 5 5 1 

10月
30
日
②

午
前

10
時

1

午
後
2
時

保
健
七
ン
タ
ー
一

月

日

場

所

一
時

間

◎高血圧予防教室
甘背甘月
28 23 20 
日 日 日

日（水） 僑） 因

中 正

iヽ 
場

清舌 山

集 公
会 L心

所戸斤 食官

時11 午前 時

ノ3刀‘0 時10 1 
間

＿午
後

1
時

1

2
時

10
月
22
日
困
一
保
暉
七
ン
タ
ー

▽
検
診
料

8
0
0
円

◎
健
康
相
談

月

日

場

所

一
受
付
時
間

10
月
19
日
同
一
保
建
七
ン
タ
ー

◎
l

歳
6

カ
月
児
•
3

歳
児

健
康
診
査

午
前

7
時
30

分

1
9
時

月

斤-P 

易士

日
一

時

間

一午
後
1
時
1
寺

10
月
1
日
因
一
保
健
セ

ン
タ
ー

Bヽ
 

2
 

▽
検
診
料

6
0
0
円

◎
胃
が
ん
検
診

月

日

場

所

一

受

付

時

間

：ロニニ／／ー一午
□口

◎
乳
児
相
談
及
離
乳
食
教
室

一午
後
1
時
！

2
時

10
月
13
日
因
一
保
健
七
ン
タ
ー

月

月

日

場

所

一
受
付
時
間

R
ム
シ
歯
予
防
教
室 一午
後
1
時
1

1
時

30
分

10
月
29
日

困

一
俣
碑
セ

ン
タ
ー

月

日

斤
1

口
l

日
笏
↓
ノ

受
付
時
間

日

＿
場

所

一

時

間

高
血
圧
予
防
調
理
実
習

講
話
…
和
気
千
秋
先
生

高
血
圧
治
療
中
又
は
高

血
圧
ぎ
み
の
本
人
あ
る

い
は
、
料
理
担
当
者

ご
希
望
の
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
（

6
三
四
ー

二
三
四

0
)
ま
で
ご
連

絡
下
さ

い。

◎
婦
人
が
ん
検
診

▽
そ
の
他

▽
対
象
者

▽内容

昇 督 月
30 29 
日 日

日倍 （木）

畠支ロ
噂宇：製谷： 生 場セ （公）

ン
夕

雀圏l 所

ニ午月‘l’ 」 贔午月‘I’ 」 闊

▽
対
象
者

0
61
年

7
月

1
日
か
ら

62
年

6
月
30

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

0
生
後

3
カ
月
か
ら

48
カ
月
の
乳
幼

児
で
今
ま
で

2
回
服
用
で
き
な
か
っ

た
者

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
ニ
次
検
診

◎
犬
の
登
録
と
注
射
追
加
実
施

今
年
四
月
と
五
月
に
実
施
し
た
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
、
予
防
注
射
実
施
後
に
生
後

三
か
月
以
上
に
な

っ
た
犬
は
、
最
寄

り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
下
さ
い

。

※
訪
問
注
射
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

注
射
料
金
が

一
頭
三
二

0
0円
に
な

り
ま
す
。

※
不
用
犬
回
収
は
役
場
で

10
月
認
日

午
後
ー
時
30

分

i
2
時

10
月
19
日
同
一
保
健
七
ン
タ
ー
一

月

日

場

所

一
時

間

▽
対
象
者

0
初
回
…
満

2
歳
ー

4
歳
ま
で
の
者

〇
追
加
…
初
回
終
了
後

12
カ
月
ー

18

カ
月
の
者

．

◎
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

午
後

1
時

30

分

1
2
時

10
月
14
日
困
一
保
暉
セ
ン
タ
ー
一

月

日

月田日ー

斤
一
寺

ICr 

日
笏
↓

ル

ロ

μ

0
三
種
混
合
予
防
接
種
（
第
一
回
）

面
.
:
霞
玉
璽

◎
心
配
ご
と
相
談

▽
時
間
午
後
ー
時

30
分

1
午
後

4

時
30
分

肱
川
町
公
民
館

④行政相談

▽日時10月5日向

午後ー時30分1午後4時30分

▽場所肱川町公民館

▽相談員福田保委員

0自宅相談も受け付けており

ます。（電話三四ーニ五0八）

※総務庁では行政相談制度を、

さらにもっと利用していただ＜

ために10月11日117日を行政相

談強調週間と定め各種の行事を

10 10 相
月 月

20 5 談

日 日

因 （月） 日

兵池 西福 担

頭田 本田 当
号-L- 相

芳真
和 談

―市 子保 員

▽
場
所

犬の登録・注射日程

月日 時 刻 時間 場 所

8 : 50~ 9 : 10 20分 大谷公民館

9 [ 

9 : 40~10: 00 20分 予子林農協前

午前 10 : 30~ 10. 50 20分 岩谷公民館
日
11: 10~11: 30 20分 赤岩縫製工場前

伏）

11: 40-12. 20 40分 大鹿野川河原

●注射料金 2,200円(1頭）
●登録料金 2.100円(1頭）
●認印を必ずこ持参ください。

因
午
前

9
時
ま
で
行
い
ま
す
。

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
国
の
役
所
、
特

殊
法
人

（公
庫
・
公
団
．

J
R
・
N
T

T
な
ど
）
、
県
や
役
場
の
窓
口
に
対
す

る
苦
情
・
要
望
・
知
り
た
い
こ
と
な

ど
が
お
あ
り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

蔦
国
債
の
販
売
開
始

地
域
の
皆
様
の
財
産
育
成
及
び
個

人
に
＇よ
る
国
債
の
所
有
を
容
易
に
し

生
活
の
安
定
と
国
民
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次

の
と
お
り
国
債
の
販
売
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎

販

売

開

始

昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日

◎
販
売
予
定
の
国
債

中
期
利
付
吋
債
・
長
期
利
付
国

債
・
割
引
国
債

◎

最

低

販

売

単

位

五

万

円

◎

一
回
の
販
売
限
度
額
五
百
万
円

ご
用
の
節
は
、
お
気
軽
に
郵
便
局

ヘ
ご
相
談
下
さ
い
。

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

大

和

出

水

清

志

さ

ん

二
女
麻
美
ち
ゃ
ん

道

野

尾

山

下

敦

さ

ん

長

男

峻

平

ち

ゃ

ん

*

＊

*

＊
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